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　１１月２４日、東京・日比谷公会堂で「九条の会」が主催した「集会＆パレード」には、会場から溢れる２５００人が参集したが、調布からも深大寺九条の会を先頭に約３０人が参加。レポートは国領町の大土洋さんが担当した。　（編集部）





「九条の会」が初めて呼びかけた「全国統一行動」に応えて、調布「憲法ひろば」は集会参加を呼びかけるビラを作成し、10月15日の調布駅頭を皮切りに４回にわたる駅頭宣伝（同27日仙川、11月６日調布、同24日仙川）で６７０枚、居住地周辺へのポスティングで１０００枚（他に深大寺でも）を配布した。


集会の当日は正午に新宿駅・地下鉄丸ノ内線改札口前に集合後、会場へ向かった。当初、時間的条件から公会堂内に入るのは無理と予測していたが、ぎりぎりで滑り込みセーフとなり、少し複雑な気分も味わった。


　◇　◇　◇


午後１時、「非戦を選ぶ演劇人の会」によるピースリーディング「９条を好きと言えなくなって…」でオープニング。職場や学園などで「９条の精神」がなし崩しにされてゆく社会全体を覆う雰囲気を指摘し、日常生活の中での矛盾こそが平和や戦争などを改めて考える有力なテコ（武器）になると提言した。


続く主催者のあいさつでは、まず憲法研究者で「九条の会」よびかけ人の奥平康弘さん（調布「憲法ひろば」の一員でもある）が、いま「日本国憲法」は未曽有の危機に瀕しており、これを脱却しないかぎり平和な生活は望めない。敵は手強いけれど今度の総選挙を逆手に取って反撃を開始しょうと述べ、政治学者の故丸山眞男の言説を引きながら「積極的平和主義」なるものの欺瞞性を打ち破るためにも、平和は与えられるものではなく勝ち取るものであることを肝に銘じるべきであると締め括った。


次に作家で「九条の会」よびかけ人の澤地久枝さんが、あくまでも個人的な意見だとしたうえで、安倍政権に勝つためにはこの方法しか無いと考えたと述べ、今回の総選挙では反自民統一戦線を組み反安倍の統一候補を立てること、候補とする資格基準は「自衛隊は武力を使わない（こと）」というテーゼに対してイエスの回答であること、というアピールを行った。


この後、各地・各分野からの「月間」のとりくみ報告。栃木県の「太平山麓九条の会」、東京の「成城･祖師谷九条の会」、神奈川の「九条かながわの会」、「九条の会アピール」に賛同する女性の会、宮城「みやぎ青年９条の会ＫＩＲＡＫＩＲＡ☆９」、千葉の「柏市内の９条の会」、東京「日の出九条の会」、大分の「九条の会・うすき」、北海道「札幌五輪団地九条の会」、ピースナイト９実行委員会（順不同）などが報告した。


　◇　◇　◇


脚本家の小山内美江子さんのあいさつの後、事務局からの提案として小森陽一さんが、われわれの運動の力によって苦しまぎれの総選挙に追い込まれた自民党安倍政権にノーを突きつけるために各九条の会のより一層の健闘が必要であると述べて、集会を終了した。


２キロをパレード


　午後３時に出発


　日比谷公園中幸門を出て、内幸町交差点から外堀通りへ、さらに数寄屋橋交差点を経て鍛冶橋交差点前の流れ解散地点でまでの約２キロを、「集団的自衛権反対！」、「日本を戦争する国にするな！」、「安倍内閣は閣議決定を撤回せよ！」、「戦争する国づくりを許さない！」、「憲法９条を守れ！」などのシュプレヒコールを繰り返しながらパレードし、この日の全日程を終了した。


　　（大土　洋・記）
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